
熊谷駅東部地区地区計画

当初決定年月日　平成１１年１月１９日
最終変更年月日　平成２９年８月　１日

名       称 　熊谷駅東部地区地区計画

位　　　置 　熊谷市銀座二丁目の一部、銀座七丁目及び曙町五丁目の全部

面　　　積 　約２３.６ｈａ

地区計画の目標

　当地区は、熊谷駅を中心とする市街地の東端に位置する熊谷駅東部土地区画整理
事業地区であり、市の総合振興計画により、都心ゾーンに位置付けられ、現在、区画整
理事業の推進により、道路・公園等の公共施設整備が行われた。
　このため、地区計画の設定により、建築物等の計画的な規制・誘導を図り、中心市街
地にふさわしい商業・業務地と、調和のとれた快適で良好な住宅地の形成を目指すとと
もに、秩序ある土地利用を誘導することを主要な目標とする。

土地利用の方針

　商業系街区については、計画図に表示する道路を中心として中心市街地にふさわし
い魅力のある商業・業務施設の誘導を図る。
　住宅系街区については緑化の推進に努め、ゆとりのある快適で良好な住宅地の整備
を促進する。

地区施設の
整備の方針

道路・公園等については、土地区画整理事業により整備されたので、これらの機能・環
境が損なわれないよう維持・保全を図る。

建築物等の
整備の方針

　健全で魅力ある商業環境、居住環境を創出するため、建築物等の用途制限を行うと
ともに、建築物の過密化を防止するため、敷地面積の最低限度を定める。
　また、周辺環境との調和を図り、美しいまちなみを整備するため、建築物等の壁面の
位置及び形態又は意匠の制限等を行う。

地区の
区　分

区分の
名　称

 Ａ 地 区
（商業地域）

 Ｂ 地 区
（近隣商業地域）

 Ｃ 地 区
（準工業地域）

 Ｄ 地 区
（第一種住居地域）

区分の
面　積

約３．９㏊ 約２．３㏊ 約８．７㏊ 約８．７㏊

１  次の各号に掲げる建築物は建築してはならない。
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(１)

(２)

(３)
(４)

(５)

(６)

キャバレー、料
理店その他これ
らに類するもの
ナイトクラブその
他これらに類す
るもの
自動車教習所
個室付浴場業に
係る公衆浴場そ
の他これらに類
するもの
倉庫業を営むた
めの倉庫
畜舎（１５㎡を超
えるもの）

(１)

(２)

(３)
(４)

(５)

麻雀屋、パチン
コ屋、射的場、勝
馬投票券発売所
その他これらに
類するもの
ナイトクラブその
他これらに類す
るもの
自動車教習所
倉庫業を営むた
めの倉庫
畜舎（１５㎡を超
えるもの）

(１)

(２)

(３)

(４)

(５)

(６)
(７)

店舗･事務所等
（床面積が３,００
０㎡を超えるも
の）
ボーリング場、ス
ケート場、水泳
場、ゴルフ練習
場、バッティング
練習場等
麻雀屋、パチン
コ屋、射的場、勝
馬投票券発売所
その他これらに
類するもの
キャバレー、料
理店その他これ
らに類するもの
ナイトクラブその
他これらに類す
るもの
自動車教習所
畜舎（１５㎡を超
えるもの）

(１)

(２)
(３)

ボーリング場、ス
ケート場、水泳
場、ゴルフ練習
場、バッティング
練習場等
自動車教習所
畜舎（１５㎡を超
えるもの）



区分の
名　称

 Ａ 地 区
（商業地域）

 Ｂ 地 区
（近隣商業地域）

 Ｃ 地 区
（準工業地域）

 Ｄ 地 区
（第一種住居地域）

　計画図記載の道路・水路に接する敷地に
ある建築物等の１階部分の壁面又はこれ
に代わる柱の面から道路境界線（水路境
界線を含む）までの距離は、１．０ｍ以上で
なければならない。

建築物
等の形
態又は
意匠の
制限

 　建築物の外壁又はこれに代わる柱の色彩は、周辺の地域と調和の取れた落ち着き
のあるものとする。

建築物
等の用
途の制
限

２  計画図記載の道路・水路に接する敷地
にある建築物等の１階部分のうち、当該道
路・水路に面する部分は、住宅（共同住
宅、寄宿舎又は下宿を含む）の用に供して
はならない。

建築物
の敷地
面積の
最低限
度

２００㎡ (※) １５０㎡　(※)

※建築物の敷地面積の最低限度は、土地区画整理事業による換地処分が行われた時点で当該規定に適合し
ない土地については、その全部を一つの敷地として使用する限りにおいては適用しないものとする。
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垣又は
さくの構
造の制
限

(１)
(２)

(３)

　道路に面する部分に垣又はさくを設
ける場合は、次の各号のいずれかに
該当するものでなければならない。
  但し、門扉及び門柱部分は除く。
生垣
透視可能な部分を有するさく又は塀
で、高さ１．８ｍ以下のもの。
道路側に幅０．６ｍ以上の植栽帯を設
けたさく又は塀で、高さ１．８ｍ以下の
もの。

区域及び地区整備計画区域は、計画図に表示のとおり



敷地

敷地

敷地

熊谷駅東部地区地区計画 かき又はさくの構造の制限について

熊谷駅東部地区地区計画の C・D の区域内で、道路に面する部分にかき又はさくを

設ける場合、以下の基準に沿った整備をお願いします。

また、地区計画の届出が必要となりますので、よろしくお願いいたします。

（１）生垣のイメージ

（２）見通しのきく部分のあるイメージ

（３） 道路側に植栽帯を設けたイメージ

道路

１．８ｍ以下

道路

１．８ｍ以下

０．６ｍ以上

届出・問合せ先：熊谷市都市計画課 ＜大里庁舎内＞
            熊谷市中曽根６５４番地１ ℡０４９３－３９－４８１３

道路

地区整備計画による基準

「かき又はさくの構造の制限」

道路に面する部分にかき又はさくを設

ける場合は、次の各号のいずれかに該

当するものでなければならない。但し、

門扉及び門柱部分は除く。

（１）生垣

（２）透視可能な部分を有するさく又は

塀で、高さ１．８ｍ以下のもの。

（３）道路側に幅０．６ｍ以上の植栽帯を

設けたさく又は塀で、高さ１．８ｍ以

下のもの。
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Ｄ


